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ガザの米傭兵：飢えた援助物資を求めるパレスチナ人５５０人殺害—元 EU 上級代表 
 パレスチナ・クロニクル。２０２５年７月４日、脇浜義明訳 

元EU 外務担当上級代表、ジョセップ・ボレル。(Photo: Europarliament website) 

 

ボレルの非難は、米国が支援するイスラエルの援助計画がガザ人道支援財団の傘下で実施されていることに対し、その廃

止を求める声が高まる中で出されたもの。国連の1 人の高官は、配給ポイントを「死の罠」と表現した。 

  

 

元 EU 外務・安全保障政策上級代表のジョセップ・ボレルは、米国人傭兵が援助物資を待つ飢えたパレスチナ人数百人を殺

害したと非難し、この犯罪に対して何ら行動を起こさない EU を批判した。「１か月間で、飢餓に追い詰められて、いわゆ

るガザ人道財団（GHF）が指定した援助物資配給所で配給を求めるパレスチナ人を５５０人も、米国人傭兵が殺害した」

と、７月３日にボレルは X に投稿した。「この非道な犯罪に欧州委員会も欧州連合理事会も何の行動も取る意志がない」と

付言した。ボレルは２０２４年に EU 外務代表の任期を終え、その後一貫してイスラエルのガザにおける軍事行動を明確に

非難し続け、在任中は EU・イスラエル協力協定の見直しを求めた。 

 

「死の罠」 

 ボレルの非難声明は、ガザ人道財団(GHF)の名称で米・イスラエルが立ち上げた援助物資配給システム、国連特別報道

官（クリスチャン・アルバネーゼ）が「死の罠」と呼んだシステムを廃止せよという声が高まる中で、登場した。それまで

GHF 配給センターで物資を受け取ろうとして殺害されたパレスチナ人は６００人を超え、負傷者は４，５００人になる。 

 ７月１日、オックスファム、セイブ・ザ・チルドレン、アムネスティ・インターナショナルなど１３０の人権団体が、５

月末に立ち上げられた「恐ろしい」GHF 関係の援助物資配給計画を止めるための緊急行動を呼びかける共同声明を発表し
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た。「イスラエル軍とイスラエル当局から資金と武器を供給されたと言われる武装グループ（ヤセル・アブ・シャバブ一

派）が、ただ生き延びたい一心で命がけで援助物資を求める人々に銃弾を浴びせた」と述べている。１３０団体は、配給シ

ステムを元の国連主導方法に戻し、救援物資や商品のガザ搬入を止めているイスラエルに封鎖を解除することを求めてい

る。 

 「血に浸された小麦粉の袋」 

      緊急速報：イスラエル軍は本日、ガザで援助を待っていた飢えたパレスチナ人 60 人以上を殺害した。

pic.twitter.com/LL9q19RZxp— ガザ通知 (@gazanotice) 2025 年7 月 3 日 

 

虐殺を認める兵士 

 ７月２日のAP 通信の記事は、ガザの救援物資配給所の警備を請け負った米国警備会社が、実弾やスタングレネードの使

用、その他攻撃的な雑踏警備戦術で食物を求める飢えたパレスチナ人を攻撃するという非難に直面していると報道した。 

 GHF の各配給所の警備を受注した米国に本社があるUG ソルーション社で働く２人の契約警備員は、警備員資格がない

武装警備員が、イスラエルが支配地区で飢えた民間人への配給のときに、やたらと発泡—その必要がない場合でも—すると

語った。 

 また、イスラエル紙ハアレツも、取材したイスラエル兵が、「何の脅威もないのに」配給所付近の武器も持たない民間人

に発砲しろと上官から命令されたと語った記事を書いた。 

 イスラエルは３月に停戦を破って戦争を再開し、ガザへの物品搬入を止める封鎖を行い、GHF は５月後半に運営を開始

した。それまで国連が救援活動をしていたが、イスラエルは国連の物資をハマスが横流ししているとして国連の活動を禁止

して、GHF を立ち上げた。 

 

「屈辱的システム」 

 UNRWA のフィリップ・ラザリーニ事務局長は、GHF システムを「屈辱的システム」と呼んだ。「身体的に弱い人や遠

方の人を無視し、飢餓で苦しみ必死になっている人々を何十マイルも歩かせて食物を取りに来らせるシステム、飢えに対処

するのでなく、飢えを利用してもっと人々を苦しめる虐待と辱めるシステム」だと指摘した。「イスラエルが封鎖をやめ、

国連物資を安全に妨害せずに搬入させ、配給方法を国連—国連は困っている人々に食物を届けていた—に任せればよいの

だ」と彼は強調した。 

 

５６，０００人以上の殺害 

 ３月１８日に戦争を再開したイスラエルは空爆と砲撃でたくさんのパレスチナ人を死傷させた。２０２３年１０月７日以

降のイスラエルのガザ・ジェノサイドで、パレスチナ人５６，０００人以上が」死亡し、１３１，０００人以上が負傷し、

１４，０００人以上が行方不明である。 

 世界の国々はイスラエルの残忍な犯罪を非難するが、イスラエルの責任を取らせる行動をする国はない。国際司法裁判所

は現在イスラエルをジェノサイド容疑で調査中で、国際刑事裁判所はネタニヤフ首相ら戦争犯罪者として逮捕状を出してい

るにもかかわらず、裁判所の命令に従う国はほとんどない。それどころか、米国政府と西側数カ国はイスラエルを擁護し、

支持し、金銭的・軍事的に支援しているのだ。 

  

 

 

https://x.com/gazanotice/status/1940870818034303465

